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市道橋梁の被災状況調査を行う
第2次道路災害調査隊の派遣について
～６月１８日から５班５５名を派遣します～

国土交通省では、岩手・宮城両県からの調査支援要請を受

け、被災が特に激しい宮城県栗原市域の国道３９８号及び市

道、岩手県一関市域の市道について、被災状況把握のため、

６月１６日から２日間、調査隊を派遣し、被災状況調査を行

っております。
これまでの調査結果より、橋梁について、専門的視点によ

る被災状況調査の必要性が判明したことから、６月１８日よ
り２日間、５班５５名の第二次調査隊を派遣し、全市道橋の
内、被災橋梁及び被災を受けたことが想定される橋梁
約３００橋の現地調査を実施します。

１．第２次調査隊メンバー：
東北地方整備局、（社）建設コンサルタンツ協会東北支部、

（財）道路保全センターのメンバーによる５班、５５名を派遣。
（宮城県栗原市：３班、岩手県一関市域：２班）

２．調査内容：
宮城県栗原市域、岩手県一関市域の市道橋梁の内、被災橋梁及び被災

を受けたことが想定される橋梁約３００橋について、被災状況調査を実
施します。

３．調査報告：
後日関係機関へ調査結果の報告を行います。
調査報告の日時が決定しだいお知らせいたします。
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